
●教養教育の教育目標 
 
１．教養教育では、学生が社会の一員としての自己のあり方を認識し、自らよりよく生き

る生き方を探求し、あわせて社会全体の幸福の実現にむけて貢献できるような人間形

成をはかるとともに、専門教育への確かな土台を築くことを目標とする。 
２．大学が目標に掲げる〈持続可能な共生社会〉〈健康と福祉の向上〉〈次世代育成支援〉〈地

球環境の保全と社会環境の整備発展〉の実現に寄与する科目を修得させることによっ

て、地域社会および国際社会に貢献することができる人材を育成する。 
 
 
●教養教育カリキュラム・ポリシー（平成 30 年 4 月 1 日以降） 
 
教養教育では、社会の一員として自己のあり方を認識し、社会全体の幸福の実現に向け

て貢献できるような人間形成を図るための科目を提供します。 
・初年次教育科目では、大学生・大人・社会人としての自覚を芽生えさせ目的意識的な大

学生活を送らせる動機づけを行います。 
・地域特色科目では、名古屋という地域の特色を学び地域と大学での学修と研究の連関に

ついて考えます。 
・語学科目では、総合的な語学能力を高めることを目指し、英語教育に関しては英語を母

語とする教員を重点化してコミュニケーション能力の向上に努める教育を行います。 
・この他、共通科目では、現代人に必要な一般教養、情報、健康・スポーツなど、さまざ

まな教養を身につけさせます。 
・基礎科目では、自然科学や基礎数学の修得を通じて、自然への理解の深化や自然法則並

びに現代科学を理解する基礎を身につけ、自然を愛し生命あるものを慈しむ豊かな人間性

と、優れた論理的思考力に裏打ちされた知的好奇心を育みます。 


